
２
０
０
７
年
７
月
２
日
に
「
石
見
銀
山

遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
が
、
日
本
で

は
14
番
目
、
ま
た
鉱
山
に
関
す
る
遺
産
と

し
て
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
（
２
０
２
７
年
）
に
は
、
石
見
銀

山
が
１
５
２
７
年
に
発
見
さ
れ
て
か
ら
５

０
０
年
、
そ
し
て
世
界
遺
産
登
録
か
ら
20

周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。

石
見
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
範
囲
に
は
、

銀
を
採
掘
し
た
龍
源
寺
間
歩
な
ど
の
坑
道

跡
や
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
町
並
み
だ

け
で
な
く
、
銀
を
運
ん
だ
街
道
、
積
み
出

し
に
使
わ
れ
た
温
泉
津
港
や
港
町
な
ど
が

幅
広
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

石
見
銀
山
は
、
発
見
か
ら
休
山
す
る
ま

で
の
約
４
０
０
年
に
わ
た
り
採
掘
が
続
け

ら
れ
た
世
界
有
数
の
鉱
山
で
す
。
こ
こ
で

大
量
に
生
産
さ
れ
た
銀
は
、
世
界
の
経
済

や
文
化
交
流
、
貿
易
に
お
い
て
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

島
根
県
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
か
ら
来
年
に
か

け
て
東
京
・
出
雲
・
大
田
で
の
様
々
な
記

念
展
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
古
代
オ
リ
エ
ン

ト
博
物
館
（
東
京
）
で
「
古
代
オ
リ
エ
ン

ト
か
ら
石
見
銀
山
へ―

銀
が
動
か
す
世
界

―

」
を
12
月
６
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
東
京
で
、
石
見
銀
山
の
歴
史
的

価
値
を
紹
介
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
は
今

回
が
初
め
て
で
す
。

ま
た
、
石
見
銀
山
で
は
、
来
年
に
向
け

て
銀
の
採
掘
跡
を
見
学
す
る
遊
歩
道
や
音

声
ガ
イ
ド
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
記
念
展
を
通
し
て
、
石
見
銀

山
の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
現
地
へ
お
越

し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
庁

文
化
財
課

世
界
遺
産
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
２―

２
２―

５
６
４
２

石
見
銀
山
発
見

５
０
０
年

世
界
遺
産
登
録

20
周
年
を
迎
え
ま
す
！

まるわかりガイド
ＰＤＦ：以下ＵＲＬより閲覧可能

https://www.pref.shimane.lg.jp/life/bunka/bunkazai/ginzan/information/ginzan500thAnv.html

龍源寺間歩

大久保間歩 町並み

櫻井家住宅（奥出雲町）
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２
０
１
７
年
、
島
根
県
津
和
野
町
出
身
の

な
が
た

せ
い
じ

北
斎
研
究
者
、
永
田
生
慈
氏
（
１
９
５
１
～

２
０
１
８
）
よ
り
、
北
斎
と
そ
の
門
人
に
関

す
る
作
品
や
資
料
、
約
２
４
０
０
件
が
、
島

根
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
「
永
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
、

北
斎
の
各
年
代
に
お
け
る
代
表
作
、
世
界
で

一
点
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
希
少
な
作
品

が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
個
人
が
収
集
し

た
北
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
「
世
界
最

大
級
」
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
「
永
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

そ
の
寄
贈
の
際
に
付
さ
れ
た
条
件
に
よ
り
、

島
根
県
の
２
つ
の
県
立
美
術
館
（
島
根
県

立
美
術
館
［
松
江
市
］
と
島
根
県
立
石
見

美
術
館
［
益
田
市
］
）
で
し
か
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
近
年

で
は
、
こ
の
「
県
外
不
出
」
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
目
当
て
に
遠
方
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ

来
県
さ
れ
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
壮
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
当
館
で
は
そ
の
全
貌
を
公
開
す

べ
く
、
〈
全
四
章
〉
か
ら
成
る
大
規
模
な

展
覧
会
を
約
10
年
が
か
り
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
３
年
の
〈
一
章
〉
で
は
北

斎
の
数
え
20
歳
か
ら
45
歳
頃
ま
で
の
知
ら

れ
ざ
る
若
き
日
の
軌
跡
を
、
２
０
２
５
年

の
〈
二
章
〉
で
は
世
界
で
名
高
い
『
北
斎

漫
画
』
を
手
が
け
た
46
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
壮
年
期
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
来
年
２
０
２
７
年
秋
の

〈
三
章
〉
で
は
、
北
斎
の
み
な
ら
ず
日
本
美
術

ふ
が
く
さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
っ
け
い

を
代
表
す
る
傑
作
・
《
冨
嶽
三
十
六
景
》
を
生

ん
だ
晩
年
の
30
年
（
61
歳
か
ら
亡
く
な
る
90
歳

ま
で
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
！
富
士
山
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
リ
ー
ズ
《
冨
嶽
三
十
六
景
》

の
中
で
も
特
に
人
気
と
評
価
が
高
い
「
神
奈
川

が
い
ふ
う

沖
浪
裏
」
や
「
凱
風
快
晴
」
は
、
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
北
斎
絵
本
の
最
高
傑
作
と
謳
わ
れ
る

ふ
が
く
ひ
ゃ
っ
け
い

せ
き
へ
き

そ
う
そ
う

『
富
嶽
百
景
』
、
《
赤
壁
の
曹
操
図
》
な
ど
最

晩
年
を
代
表
す
る
肉
筆
画
も
ズ
ラ
リ
と
展
示
。

死
の
床
に
あ
っ
て
な
お
真
正
の
画
家
と
な
る
こ

と
を
願
い
続
け
た
と
い
う
北
斎―

そ
の
最
後
の

30
年
に
刮
目
く
だ
さ
い
！

（
島
根
県
立
美
術
館

専
門
学
芸
員

大
森
拓
土
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
立
美
術
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
２―

５
５―

４
７
０
０

「

県

外

不

出

」
の

北

斎

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

島

根

県

立

美

術

館

《冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏》 島根県立美術館蔵

《冨嶽三十六景 凱風快晴》 島根県立美術館蔵

《赤壁の曹操図》（部分）
島根県立美術館蔵

展覧会名：永田コレクションの全貌公開〈三章〉北斎－「為一期」「画狂老人卍期」編
会 期：2027年9月10日（金）～11月8日（月）予定
会 場：島根県立美術館（松江市）
※詳細情報、最新情報は島根県立美術館のホームページでご確認ください。
（本展については2027年春頃に更新予定）

展
覧
会
情
報



近
年
、
島
根
県
内
で
も
夏
は
記
録
的
な
暑
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
米
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
高
温

に
よ
っ
て
、
コ
メ
が
十
分
に
実
ら
ず
白
く
濁
っ
た

粒
が
増
え
る
な
ど
、
品
質
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
県
は
、
高
温
に
強
く

高
品
質
な
水
稲
新
品
種
「
島
系
84
号
」
を
10
年
も

の
歳
月
を
掛
け
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

暑
さ
に
強
い
福
井
県
の
「
越
南
２
５
８
号
」
と
、

外
観
品
質
に
優
れ
た
新
潟
県
の
「
新
潟
１
１
０

号
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
育
成
し
た
も
の
で
、
令
和

７
年
度
か
ら
県
内
３
ヶ
所
で
実
証
栽
培
を
行
い
、

今
年
度
で
は
県
内
11
ほ
場
ま
で
実
証
を
拡
大
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

「
島
系
84
号
」
は
暑
さ
に
強
く
、
収
量
が
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
約
20
％
高
く
、
コ
メ
の
粒
が

大
き
く
炊
き
上
が
り
も
美
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
収
穫
時
期
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
同
等

の
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
１
月
７
日
か
ら
２
月
10
日
ま
で
「
島
系
84

号
」
の
名
称
公
募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
４
５
５
１

も
の
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年
７
月

に
出
雲
市
で
開
催
さ
れ
た
水
稲
生
産
者
大
会
で
、

新
品
種
の
名
称
を
「
つ
ぶ
き
ら
り
」
と
公
表
し
ま

し
た
。
夏
の
強
い
日
差
し
に
も
負
け
ず
輝
く
稲
穂

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

県
育
成
の
う
る
ち
米
新
品
種
と
し
て
は
、
36
年

振
り
の
誕
生
と
な
り
、
県
内
水
稲
生
産
者
か
ら
は

期
待
の
声
や
栽
培
が
開
始
で
き
る
時
期
な
ど
の
お

問
い
合
わ
せ
を
頂
い
て
い
ま
す
。

「
つ
ぶ
き
ら
り
」
は
令
和
10
年
か
ら
約
１
５
０

ｈ
ａ
で
栽
培
し
て
い
き
、
令
和
10
年
以
降
は
面
積

を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
県
と
し
て
は
、
皆
様
の

お
手
元
に
早
く
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
い
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

島

根

の

新

し

い

お

米

の

名

前

は
「

つ

ぶ

き

ら

り

」
に

決

定

！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
部

農
山
漁
村
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
２―

２
２―

５
７
０
６ 水稲生産者大会 名称公表

左：つぶきらり 右：コシヒカリ

左：つぶきらり
右：コシヒカリ

「島系８４号（つぶきらり）」実証栽培の様子



11
月
14
日
（
土
）
に
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
北

館
に
て
「
し
ま
ね
移
住
フ
ェ
ア
＆
暮
ら
し
マ
ル

シ
ェ

大
阪
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
関
西
最
大
の
島
根
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

当
日
は
、
全
19
市
町
村
が
集
結
し
、
移
住
に
関
す

る
相
談
や
島
根
暮
ら
し
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
ル
シ
ェ
と
銘
打
っ
て
産
品
販
売
や
島

根
の
食
材
を
使
用
し
た
飲
食
ブ
ー
ス
も
出
店
し
ま

す
。今

回
は
、
そ
の
催
し
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
市
町
村
移
住
相
談
ブ
ー
ス

全
19
市
町
村
の
移
住
支
援
担
当
職
員
や
相
談
員

が
丁
寧
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。
仕
事
の
こ
と
、

暮
ら
し
の
こ
と
、
住
ま
い
の
こ
と
や
移
住
の
進
め

方
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
ブ
ー
ス

農
業
、
林
業
、
漁
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
の

就
職
相
談
ブ
ー
ス
や
Ｉ
Ｔ
転
職
、
福
祉
関
係
な

ど
専
門
職
の
就
職
支
援
ブ
ー
ス
も
出
展
す
る
予

定
で
す
。
特
定
の
職
種
、
業
種
に
つ
い
て
専
門

的
な
ご
相
談
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
田
舎
暮
ら
し
の
生
活
費
や
教
育
費
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
ブ
ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。

〇
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー
ス

産
品
販
売
ブ
ー
ス
の
他
、
「
し
じ
み
汁
」
や

ジ
ビ
エ
料
理
を
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
飲
食
ブ
ー
ス
も
出
店
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
方
が

参
加
で
き
る
抽
選
企
画
や
石
見
神
楽
を
は
じ
め

と
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
企

画
が
目
白
押
し
で
す
。

関
西
の
皆
様
に
島
根
の
暮
ら
し
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
島
根
へ

の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
る
よ

う
、
島
根
県
を
あ
げ
て
、
皆
様
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

当
日
は
、
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
家
族
や
ご
友
人
に
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
２―

２
８―

０
６
９
０

し

ま

ね

移

住

フ

ェ

ア

＆

暮

ら

し

マ

ル

シ

ェ

大

阪

の

ご

紹

介

しまね移住フェア
＆暮らしマルシェin大阪

フェア全体の様子（昨年度）

マルシェの様子（昨年度）

ⅰ
ｎ

ⅰ
ｎ



関
西
隠
岐
人
会
創
立
三
十
周
年
に
寄
せ
て

一
、
結
成
・
創
立

１
９
９
６
年
11
月
17
日
、
『
隠
岐
は
一
つ
』
を

合
言
葉
に
、
故
郷
の
更
な
る
発
展
・
隠
岐
出
身
者

の
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
ふ

る
さ
と
会
10
団
体(

注
１)

と
高
校
３
同
窓
会(

注
２)

が
「
関
西
隠
岐
人
会
」
を
結
成
・
創
立
し
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
島
根
県
隠
岐
支
庁
、
隠
岐
７

町
村(

注
３)

、
観
光
協
会
及
び
水
産
関
係
者
等
か
ら

「
連
絡
組
織
を
作
っ
て
隠
岐
の
Ｐ
Ｒ
活
動
・
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
海
産
物
販
売
等
に
協
力
し
て

欲
し
い
」
と
要
請
が
あ
っ
た
と
、
当
時
の
役
員
か

ら
聞
い
て
い
ま
す
。

二
、
30
年
の
歩
み

翌
１
９
９
７
年
12
月
７
日
、
約
３
２
０
名
の

参
加
者
の
下
、
「
第
１
回
関
西
隠
岐
人
会
総
会
」

を
開
催
し
、
そ
れ
以
降
は
隔
年
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
（
２
０
２
０
年
、
２
０
２
２
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
）

本
年
２
０
２
６
年
４
月
19
日
、

「
第
15
回
・
関
西
隠
岐
人
会

創
立
30
周
年
記

念
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
「
﨑

山

次
朗
」
「
村
田

秀
子
」
の
両
氏
に
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
特
別
表
彰
を
行
い
、
第
二
部
で
は
、
隠

岐
民
謡
協
会

奈
良
支
部
「
光
城
会
」
の
多
種

多
様
な
「
唄
と
踊
り
」
に
酔
い
し
れ
、
会
場
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
福
引
抽

選
で
は
、
岩
ガ
キ
・
サ
ザ
エ
・
白
バ
イ
貝
等
の

豪
華
景
品
に
始
ま
り
、
ほ
ぼ
全
員
に
景
品
が
当

た
り
、
笑
顔
の
輪
が
広
が
る
中
、
２
年
後
の
再

会
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

三
、
日
頃
の
活
動

年
に
３
～
４
回
開
く
役
員
会
で
交
流
と
親
睦

を
深
め
、
主
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
情
報
交
換
・

協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

①
近
畿
島
根
県
人
会
総
会
の
参
加
人
数
調
整

②
隠
岐
人
会
総
会
の
企
画
立
案
及
び

参
加
人
数
調
整

③
隠
岐
４
町
村
へ
の
協
力
依
頼

今
後
は
、
『
隠
岐
は
一
つ

み
ん
な
揃
っ
て

県
人
会
へ
』
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
く
所
存

で
す
。

以
上

（
注
１
）
五
箇
会
・
都
万
友
好
会
・
那
久
会
・
布
施
会

今
津
会
・
加
茂
松
島
会
・
國
賀
会
・

後
鳥
羽
会
・
大
阪
知
夫
会
・
神
戸
知
夫
会

（
注
２
）
隠
岐
高

城
山
会
・
隠
岐
水

蹴
浪
会

島
前
高

家
督
会

（
注
３
）
西
郷
町
・
五
箇
村
・
都
万
村
・
布
施
村

西
ノ
島
町
・
海
士
町
・
知
夫
村

こ
ん
に
ち
は

関

西

隠

岐

人

会

で
す
。
近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
46
回
は
「
関
西
隠
岐
人
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

関
西
隠
岐
人
会
事
務
局
長

井
手

正
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
０―

７
１
２
４―

２
０
３
９

関西隠岐人会会長
木下 孝

し
ろ
や
ま

し
ゅ
う
ろ
う

あ

と

ど

特別表彰のお二人

「光城会」鍋ぶた踊り
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近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご
興
味

あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
活
動
内
容
や
入
会
方
法

等
を
ご
説
明
し
ま
す
。

※

市
町
村
会
の
方
で
、
県
人
会
未
加
入
の
方

へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
な
ど
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」
の
記

載
事
項
に
誤
り
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
】

近
畿
島
根
県
人
会
に
つ
い
て
は
、
島
根
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
「
近

畿
島
根
県
人
会
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

島根県のホームページ
近畿島根県人会

大
阪
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハルカスニッポン博覧会～島根編～
8月22日(土)～9月1日(火)
あべのハルカス近鉄本店

山陰フェア
9月12日(土)13(日)
京阪ザ・ストア

【
第
45
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

～
魚
庭(

な
に
わ)

の
海
お
お
さ
か
大
会
～
】

水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と
海
や
湖
沼
・
河
川
の
環
境

保
全
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
、
漁
業
の
進
行
と
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
56
年
か
ら
毎
年
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
国
民
的
行
事
で
す
。

〔
日
程
〕
11
月
14
日(

土)

15
日(

日)

〔
場
所
〕

式
典
行
事
：
南
海
並
木
ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
）

海
上
歓
迎
放
流
行
事
：

府
営
り
ん
く
う
公
園
（
泉
佐
野
市
）

関
連
行
事
：
岸
和
田
旧
港
地
区
極
地
（
岸
和
田
市
）

し
ま
ね
っ
こ
出
演
は
、

り
ん
く
う
ア
イ
ス
パ
ー
ク
（
泉
佐
野
市
）

開
催
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン

ト
で
は
大
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
大
阪
府
広
報
担
当
副

知
事
「
も
ず
や
ん
」
と
、
お

と
も
だ
ち
協
定
を
締
結
し
て

い
る
島
根
県
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」
も
一

緒
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。本

大
会
で
は
、
り
ん
く
う

ア
イ
ス
パ
ー
ク
に
参
加
予
定

で
す
。

海
づ
く
り
大
会

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

魚
庭
の
海
づ
く
り
カ
ー
ニ
バ
ル

8
月
3
日(

月)

イ
オ
ン
茨
木

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
報
告


